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る。 QCD 真空におけるカラーの閉じ込め機構に関しては，モノポール凝縮の結果，双対ヒッグス機構が起こり， カ
ラー電束が一次元的に絞りこまれるという双対超伝導体描像が近年注目されつつある o QCD は 't Hooft のアーベリ
アン・ゲージ固定によってモノポールを含むアーベリアン・ゲージ理論に還元される。さらにこのアーベリアン・ゲー
ジ場は電流を含まず磁流だけを含むモノポール・パートと，その逆に電流だけを含むフォトン・パートに分けること






























田中君は QCD を数値的に取り扱う方法である格子 QCD 計算を行うことにより超伝導的シナリオの検証を行うこ
とを考えた。その為に(l)SU(2)のゲージ理論を採用し，最大アーベリアン (MA) ゲージ変換を行った。 (2)長距離で
はそのアーベリアングルーオンだけが重要であることを使って，その中から特にモノポールパートを抽出した。 (3)そ
のモノポールパートだけを使って双対グルーオン場を導出した。 (4)双対グルーオンが質量を持っていることをモノポー
ル間の力及び双対グルーオンの相関関数を計算することにより示した。これらの膨大な数値計算を通して QCD の真
空では双対グルーオンが質量(約O.5GeV) を持つ事を示し，その事により双対超伝導体になっていることを決定づ
け fこo
これらの研究内容は学術的内容が高く，博士(理学)の学位論文として十分価値あるものと認める o
? ?
